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大
本
総
代
　
飯
　

田 

俊
　

明

「
飢き

病び
ょ
う

戦せ
ん

」
を
考
え
る

　

私
が
尊
敬
す
る
先
輩
と
お
話
を
し
て
い
る
時
に
、先
輩
が
小
さ
な
声
で
「
飢

病
戦
」
と
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
気
に
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
時

が
経
つ
に
つ
れ
巻
頭
言
に
思
う
所
を
書
く
べ
き
と
考
え
筆
を
執
り
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
無
謀
な
侵
略
戦
争
が
毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
の
で
先
ず

「
戦
争
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　

戦
争
や
紛
争
が
起
こ
る
要
因
を
ま
と
め
ま
す
と
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

対
立
」「
資
源
や
権
益
の
獲
得
競
争
」「
政
治
権
力
を
め
ぐ
る
闘
争
」
の
三
つ

が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
今
回
の
ロ
シ
ア
の
戦
争
は
「
敗
者
の
ノ
ス
タ

ル
ジ
ア
へ
の
回
帰
。
強
い
権
力
（
ソ
連
）」
が
大
き
な
原
因
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
大
国
だ
っ
た
国
が
目
指
す
民
族
復
興
が
紛
争
の

原
因
と
も
な
り
え
ま
す
。
こ
の
要
因
が
単
純
で
は
な
く
絡
み
合
い
な
が
ら
戦

争
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　

過
去
の
歴
史
か
ら
名
前
の
残
っ
て
い
る
戦
争
や
紛
争
は
３
５
５
あ
っ
て
死

傷
者
数
は
約
５
０
０
０
万
人
、
世
界
大
戦
（
２
度
の
世
界
大
戦
や
日
本
の
空

襲
、
原
爆
）
の
被
害
者
数
を
入
れ
る
と
億
単
位
の
死
傷
者
が
出
て
い
ま
す
。

戦
後
の
凄
ま
じ
い
兵
器
の
進
歩
は
見
え
な
い
所
で
多
く
の
人
々
を
跡
形
も
な

く
殺
し
て
し
ま
う
恐
ろ
し
さ
で
す
。
さ
て
「
病
と
飢
」
に
つ
い
て
も
少
し
述

べ
て
お
き
ま
す
。「
病
」
は
天
然
痘
（
唯
一
の
根
絶
感
染
症
）
ペ
ス
ト
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
結
核
、
エ
イ
ズ
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
感
染
症
が
主
な
も
の

で
す
。
マ
ラ
リ
ア
な
ど
で
苦
し
ん
で
い
る
人
は
世
界
で
５
億
人
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。「
飢
」
は
過
去
数
万
か
ら
数
千
万
人
単
位
で
の
飢
餓
が
起
こ
っ

て
き
ま
し
た
。
現
在
も
約
７
億
人
が
飢
餓
状
態
に
あ
り
ま
す
。
先
進
国
は
食

べ
過
ぎ
で
死
ぬ
人
が
い
か
に
多
い
か
悲
し
い
限
り
で
す
。

　

大
峠
が
到
来
し
、
そ
の
後
三
代
教
主
さ
ま
の
説
か
れ
た
「
飢
病
戦
」
の
な

い
“
み
ろ
く
の
世
”
が
到
来
し
ま
す
。
人
類
が
年
間
２
７
０
兆
円
も
の
無
駄

な
軍
事
費
を
い
つ
に
な
っ
た
ら
捨
て
る
の
で
し
ょ
う
か
？



　

５
月
東
光
苑
月
次
祭
並
び
に
、
市
杵

島
姫
命
例
祭
は
５
月
８
日
午
前
10
時
30

分
か
ら
、
斎
主
・
柿
崎
哲
男
総
務
管
理

課
長
の
も
と
執
行
さ
れ
、
１
８
５
人
が

参
拝
し
た
。

　

祭
員
は
千
葉
主
会
ほ
か
有
志
が
、
伶

人
は
二
絃
の
会
関
東
支
部
、
大
本
神
諭

拝
読
は
志
村
寿
隆
東
京
主
会
長
が
、
東

光
庵
で
は
添
釜
が
開
か
れ
茨
城
主
会
が

担
当
し
た
＝
写
真
左
。

　

祭
典
後
、
橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン

タ
ー
長
が
あ

い
さ
つ
を
述
べ

た
。

　

な
お
、
１
階

ロ
ビ
ー
で
は
、

日
用
品
か
ら
ネ

ク
タ
イ
、
小
物

等
の
東
京
直
心

会
バ
ザ
ー
が
催

さ
れ
た
。

　娘が親になったとき、「お母さんのような
子育てをしたい」と言ってくれました。
　身体が弱かったので、いつまで我が子と一
緒に過ごせるか不安でした。 
　そんな私ですが、今では高校生の孫とも出
会えております。

　子育てを通して体験、実践してきたことをお話しします。

　　講師：奥村美知子講師：奥村美知子（大本直心会長）（大本直心会長）

大本東京本部ホームページでご覧ください！大本東京本部ホームページでご覧ください！

いきいき輝く女性いきいき輝く女性
〜今、求められる女性の役割とは〜〜今、求められる女性の役割とは〜
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〜
今
、
求
め
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役
割
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は
〜

〜
今
、
求
め
ら
れ
る
女
性
の
役
割
と
は
〜

　　
講
師
講
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奥
村
美
知
子

奥
村
美
知
子
（
大
本
直
心
会
長
）

（
大
本
直
心
会
長
）

※
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
伴
い
、
行

※
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
伴
い
、
行

事
の
延
期
や
中
止
、
祭
典
の
参
拝
を

事
の
延
期
や
中
止
、
祭
典
の
参
拝
を

ご
遠
慮
い
た
だ
く
な
ど
、
予
定
を
変

ご
遠
慮
い
た
だ
く
な
ど
、
予
定
を
変

更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

  

77
月    

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

　

第
40
回
企
業
安
全
繁
栄
祈
願
祭
は
、

４
月
24
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
執
行
さ

れ
、
56
人
が
参
拝
し
た
。

　

祭
典
で
は
、
大
神
奏
上
に
続
い
て
、

市
杵
島
姫
命
に
「
企
業
安
全
繁
栄
祈
願

祭
祝
詞
」
を
奏
上
。
全
国
か
ら
申
し
込

ま
れ
た
１
６
３
社
の
企
業
名
を
読
み
あ

げ
、
世
界
経
済
は
も
と
よ
り
、
各
企
業

の
発
展
と
繁
栄
、
各
企
業
ま
た
そ
の
会

社
に
携
わ
る
社
員
の
健
康
安
全
が
祈
念

さ
れ
た
＝
写
真
右
下
。

企
業
安
全
繁
栄
祈
願
祭

　６月 12 日東光苑月次祭は、教主さまご臨席のもと執
行されます。大勢さまのご参拝を心よりお待ちしており
ます。
　また、祭典後には、教主さまへのご面会をお許しいた
だきました。各機関長さま、東京本部直属の方宛にご面
会名簿用紙を郵送させていただきました。まだお申し込
みいただいてない方には、お早めに各機関長さま（東京
本部直属の方は東京宣教センター）までご連絡いただき
ますようお願い申し上げます。

〜６月東光苑月次祭〜〜６月東光苑月次祭〜

教主さまご臨席教主さまご臨席

　

祭
典
後
、
橋
本
伸
作
東
光
経
友
会

代
表
幹
事
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　

な
お
ご
祈
願
は
、
一
週
間
、
東
光

苑
ご
神
前
に
て
継
続
さ
れ
た
。

ご面会受付係（担当・柿崎哲男）
Tel　03-3821-3701　Fax　03-3821-5283

Mail　t-kakizaki@oomoto.or.jp

※当日の本部駐車場は混雑が予想されます。お越しの際
は、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

神奈川主会川崎分所長

齋藤力良さんが「瑞宝小綬章」

令和４年度　春の叙勲

神奈川主会川崎分所長・齋藤力良さん （70）が
令和４年度春の叙勲で「瑞宝小綬章」を受章し
ました。齋藤さんは元・川崎市副市長で、主に
①横須賀線・湘南新宿ラインの武蔵小杉駅の誘
致と周辺再開、②羽田空港と川崎市を連絡した
多摩川スカイブリッジ構想計画・実施、③水素
エネルギーの導入―などインフラ整備に貢献し
たことが、このたびの受章に繋がりました。


